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７ 事後分析 

 
研究内容１ 児童の思考に沿った単元デザイン 
（１）児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇単元の問題を歴史上の人物を登場させて土地面積の大小を比較させるものにし、予想させることにより、
児童の「答えを求めたい。」という解決への前向きな姿勢が見られた。織田の土地を求積した後、豊臣の土
地の面積が求めることができた時には、「あっ、織田の方が大きい！」という児童が発言するなど、児童が
主体的に学ぶ様子が見られた。 

▲大小比較の問題を通して求積の必要感をもたせるねらいがあったが、資料➀「学ぶ」の場面では、６年生に
とっては求積の必要性を説くまでがまわりくどく感じている児童もいた。また、必要な武器を考える場面
では、「半円の面積の求め方」や「４分の１の面積の求め方」がうまく引き出せなかった。複雑な図形を構
成する図形の見方が少し弱く、丁寧な指導が大切だと感じた。発問が曖昧でねらいが十分に伝わらなかっ
たことが課題として残った。 

〇理解度メーターの１・２番の児童が、３・４番の児童と交流することで、理解を深めることにつながって
いた。また、児童が自分の「分からない」を解決するために、メーターをもとに交流相手を選び、学び合う
ことができていた。(資料③) 

〇「分からない」や「助けて」を言い合える学級の雰囲気が、学びの質を高めるのに効果的であった。 
▲児童が自らの理解度を適切に判断していたかどうかについては検証が不十分であったため、一人一人のメ
タ認知能力を育てていく必要がある。(資料③) 

▲現在の理解度メーターは、「できる」「できない」（知識・技能）によるものが大きく、算数の授業における
「説明」を課題とした時間には、説明できるかどうかの基準の設定に改善の余地がある。 
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（３）児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究内容２ 児童生徒の深い学びを促す教師の働きかけ 
（１）教科の特質を生かした発問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）思考を束ねる可視化の手立て 

 
 
 
 
 
 

〇振り返り（テストを終えて）では、分からない時にどうしたらよいかを考えたり、テストに向けて計画的
に家庭学習に取り組む大切さを実感したりする児童が増えてきている。（資料⑤） 

▲振り返り（今日の授業）では、理解度について、上がった理由と上がらなかった原因の自己分析が不十分
である。自身がどのような目的をもって何番の人と交流したのか、授業の中で自身がどのように学ぶと理
解度の向上につながったのかについて、具体的に振り返らせたい。資料➃の児童は、自身がどこまで理解
していたのかを把握し、どう考えることで理解に至ったのかを振り返っている。よりよい振り返りのフィ
ードバックを日常的に行う必要があると感じた。 

〇豊臣問題の見通しでは、前時に学んだ「全体−一部」を使って解決しようという思考が自然であるが、解
法は、一部を求めて２倍する方法もあれば、最初に２倍して円をつくり最後に２で割る方法もある。見通
しの段階でかくれている図形を問う（資料⑤）ことで、図形を構成する要素の見方を広げることができた。 

〇タブレットを活用して説明するのか、ノートに図を描いて説明するのか、紙をノートに貼って説明するの
かを選択させることで、個別最適な方法で学習を進める児童が多く見られた。（資料⑥） 

▲本学級では、算数においてタブレットを活用する機会が少なく、本時においてもノートに書くことで自分
の意見をまとめる児童が多くいた。ノートとタブレットのそれぞれの経験をある程度積み、よさを分かっ
た上で適切なツールを選択できるようにすることが大切だと感じた。 

▲全体共有では、タブレットをより有効に活用することができた。 
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